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●がんばってます！消防 －第７回与謝野町消防操法大会－団

●ポンプ車操法の部
優　勝　　第５分団（旧野田川第３分団）	
準優勝　　第３分団（旧野田川第４分団）	
第３位　　第８分団（旧野田川第２分団）	
●小型ポンプ操法の部
優　勝　　第10分団（旧加悦第２分団）	
準優勝　　第７分団（旧野田川第１分団）	
第３位　　第６分団（旧加悦第３分団）	
●ポンプ車操法の部 最優秀要員賞
指揮者　　第２分団　 松
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●小型ポンプ操法の部 最優秀要員賞
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大会結果

訓
練
の
成
果
を
発
揮
！

確
実
な
ホ
ー
ス
延
長
や
規
律
な
ど

の
基
本
動
作
の
的
確
性
を
競
い
合
う

こ
と
で
、
消
防
技
術
や
士
気
の
向

上
を
目
的
に
、「
第
７
回
与
謝
野
町

消
防
団
消
防
操
法
大
会
」
が
６
月
17

日
、
野
田
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
各
分
団
か
ら
、「
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
」
に
７
チ
ー
ム
、「
小
型
ポ

ン
プ
操
法
」
の
部
に
５
チ
ー
ム
の
計

12
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

水
を
使
わ
な
い
「
空
操
法
」
の
形

式
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム

は
、
訓
練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮

し
、正
確
な
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

な
お
、
上
位
大
会
へ
の
出
場
権
は

各
分
団
の
輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
、

７
月
29
日
に
丹
波
自
然
運
動
公
園

（
京
丹
波
町
）
で
開
催
さ
れ
る
「
第

25
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
」に
は
、

「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」
に
第
３
分

団
が
、「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」

に
第
10
分
団
が
出
場
し
ま
す
。
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まちの 話題 お届けします

きものマーケットでは種類豊富な古着きものが販売されました

●ちりめん街道きものマルシェ

色とりどりの着物が会場を埋め尽くす
6 月 10 日、ちりめん街道一帯でちりめん街道きもの

マルシェが開催されました。
ちりめん街道の地域活性化に取り組むグループ「この

丹後のかたすみで」が開催しているこのイベント。古着
きものや和装小物の販売が行われたきものマーケットに
は、多くの方が掘り出し物を見つけようと訪れました。
また、旧川嶋酒造酒蔵では地元野菜やパンなどが販売さ
れるマルシェが設置され、ちりめん街道はにぎわいをみ
せていました。

加悦双峰公園をスタートし標高 832m の山頂・千丈ヶ嶽を目指しました

●大江山一斉登山

汗ばみながらも山道を前進
５月 27 日、山頂・千丈ヶ嶽を目指す恒例の大江山一

斉登山が開催されました。334 人を越える参加者が福知
山市、宮津市、与謝野町のそれぞれの登山口からスター
トし、大江山の自然を感じながら子どもからお年寄りま
で山歩きを楽しんでいました。山頂では、大江山に関す
るクイズや最年少・最年長登頂者の表彰が行われ、参加
者は新緑に彩られた初夏の大江山を満喫していました。

●海の京都 TANTAN ロングライド

1607 人が丹後・中丹を駆け抜ける
６月３日、丹後・中丹地域一円を会場にサイクリング

イベント「海の京都 TANTAN ロングライド」が開催さ
れました。府内外から 1607 人が参加したこのイベント
は、中丹地域を巡り大江山を越えて丹後半島へ向かう
190 ㎞コース、丹後半島を走る 100 ㎞コースそして初
心者向けの 30 ㎞コースに分かれ、サイクリストたちは
海の京都を自慢の愛車で駆け抜けました。エイドステー
ション（休憩所）となった野田川わーくぱる駐車場では、
てっぽう（おにぎり）が振る舞われ、サイクリストの疲
れた体を癒していました。

サイクリストは初夏の風を感じながら丹後の道を走り抜けました

ローラーを使い腹筋を鍛えるトレーニングを指導（＝桑飼小学校にて）

●小学校・高等学校スポーツ交流事業

加悦谷高生が児童にトレーニング指導！
加悦谷高校の生徒 13 人が、6 月 12 日に桑飼小学校、

27 日に三河内小学校を訪れ、児童にスクワットやバラ
ンスボールなどを使った総合的な体づくりの指導を行い
ました。自らの能力を高めるためトレーニング理論など
を学んでいる同校スポーツアスリートコースの３年生が
町内の小中学校に出向き、理論的・基礎的なトレーニン
グ方法を伝えるとともに、教える力・楽しさを経験する
機会として行われているこの事業。生徒は、ダンベルな
どを使いながら、腕力や腹筋、バランス力などを鍛える
トレーニング法について指導し、和やかな雰囲気のなか
児童とともに体を動かしました。トレーニングを体験し
た児童からは「スクワットの正しいやり方を教えても
らったので、家に帰ってもやってみたい」と感想が聞か
れました。

市場小学校では外国語教育に積極的に取り組んでいます

●与謝野町教育フォーラム

特色ある学校づくりについて報告
６月４日、与謝野町教育フォーラムが野田川わーくぱ

るで開催されました。与謝野町の各小中学校で取り組ん
でいる活動を知ってもらおうと町教育委員会が主催した
もので、今回が初めての試みとなり、地域の特色を生か
した学校づくりを行う町内各小中学校の中から、今回は
市場小学校と橋立中学校の２校が発表を行いました。市
場小学校は外国語教育の取組について、また橋立中学校
は俳句教室の取組について、それぞれの成果と今後の課
題を多くの方々に発表しました。

●石川小学校　石川うどん作り見学

地元・石川地区の名物に興味津々！
6 月 19 日、石川小学校の 3 年生 21 人と保護者 5 人

が石川農業構造改善センターで石川うどん作りを見学し
ました。地域の伝統文化や歴史を学ぶことを目的とした
丹後教育局の指定事業「TANGO 魅力伝え隊」の一環と
して行われたこの取り組み。2010 年に復刻した石川う
どんの歴史を学ぼうと児童らは石川うどん作りを見学し、
同センターで石川うどんを作っている塩

しお
見
み

勲
いさお

さんから石
川うどんの歴史を学びました。最後には石川うどんを試
食し、地域に根付く伝統のうどんを満喫しました。

子どもたちは製麺の工程を見学しながら熱心にメモをとっていました

●与謝の海支援学校　農家の方の仕事から学ぼう

地域の方から農業を学びました
６月 14 日、与謝の海支援学校中学部 1 ～ 3 年生の生徒

22 人が男山区の農家水
みずぐち

口勇
いさ

夫
お

さんの畑を見学し、野菜づ
くりについて学びました。

同校では、作業学習「農耕」の一環として学校がある男
山区の農家を訪れ、地域の人から野菜を育てるために大切
にしていることなどを学び、そこで学んだ知識を生徒らが
野菜を育てている学校の畑に反映させようと取り組んでい
ます。

水口さんからは害虫対策など野菜を育てるときに気をつ
けるポイントについて説明が行われた後、生徒らは「野菜
を作るときはどんな道具を使っていますか」など質問を投
げかけ、野菜づくりへの理解を深めていました。

農業の厳しさや野菜を育てるために必要な知識を学びました

●与謝野町男女共同参画４コマ漫画特別原画展

男女共同参画について考える機会を
６月 23 日（土）～７月１日（日）の間、男女共同参画

週間に合わせ、男女共同参画４コマ漫画特別原画展を知遊
館で開催し、よしださなえさん（上山田）の柔らかく親し
みのあるイラストで描かれた４コマ漫画の原画 12 点を展
示しました。

来館された皆さんは、「目で見て」「分かりやすい」4 コ
マ漫画を通じて、身近な男女のパートナーシップについて
考える機会となりました。

男女共同参画に関わるさまざまなテーマの原画を展示しました
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私 の故郷であるトリニダード・トバゴでは、誰かを
誘って出かけるとき、よく「Lime（ライム）」と

いう言葉を使います。通常「ライム」といえば柑橘系の果
物のことですが、カリブ海の国々の「スラング（特定の集
団や地域の人々の間でのみ通じる言葉）」では「皆で集ま
る」、「一緒に遊びに行く」を意味し、「今週
末ライムしましょう」、「楽しいライムだった
ね」などという風に使います。
しかし、一般的な英語の表現では「ライム」
ではなく「Hangout（たまり場）」という言
葉を使うので、カリブ海以外の人たちには通
じません。このような独自の言葉が生まれた
背景には、おそらく私の故郷の、海を愛しビー
チでの交流を楽しむ文化が関係していると思
います。
１年前、日本に赴任することが決まったと
き、私は配属先である与謝野町が海の近くにあることを知
りうれしく思いました。海を見るといつも、故郷のビーチ
を思い出します。トリニダード・トバゴは常夏の島国で、
美しいビーチが有名です。冷たい海は暑い夏の日に最高で、
ビーチに行けばヤシの木の生えた白い砂浜、エメラルドグ
リーンの海と青い空がいつでも出迎えてくれます。
与謝野町に到着するとすぐに、私は天橋立のビーチに行
き、たくさんの海の写真を撮って家族に送りました。家族

は皆、私と同じく海を愛しているので、故郷の海とは違う
雰囲気の海の写真をとても喜んでくれました。

しかし、楽しい日々は束の間でした。秋がやってきたの
です。日本の夏は短く、涼しくなると泳ぐことができない
ことを知ったときはとても残念でした。ある秋の日、私

は天橋立駅で丹後のビーチを紹介したパンフ
レットを貰いました。そこで、私は来年の夏
の目標を決めました。それは「行ける範囲の
全てのビーチを訪れる」ことです。

そのための準備として、私は最近スクー
ターを購入しました。今はスクーターで行く
ことができる範囲のビーチまでのルートの研
究をすることと、積み込む荷物について準備
を進めることをとても楽しんでいます。夏が
近づくにつれ、どこのビーチに行こうか、ビー
チでは何を食べようか、ハンモックをかける

場所はあるだろうかなどと考えます。日本の友人の多くが
京丹後市の箱石海水浴場と琴引浜海水浴場を勧めてくれた
ので、ぜひ行ってみたいと思います。

夏を迎える準備は完璧ですが、心残りなのは、私はま
だ「ライム」に相当する日本語を見つけていないことです。
夏休みに入るまでには日本語の「ライム」を見つけ、今年
は日本の友人たちと、日本の海を思いきり楽しみたいと思
います。

A L T リレーコラム ［第 85 回　海とライム 　by ジョアンナ・ミンホン］	 COLUMN

きれいな海を見るとワクワクします！

石
田
地
区
公
民
館
で
は
、
昨

年
度
と
同
じ
よ
う
に
今
年

も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
柱
は
「
地
域
の
人
々

の
交
流
を
深
め
よ
う
」「
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

学
習
な
ど
の
要
求
に
応
え
よ
う
」「
こ

れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
取
り
組
も
う
」「
自
分

た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
良
さ
、

歴
史
を
再
発
見
し
て
い
こ
う
」
と
い

う
４
点
で
す
。

公
民
館
講
座
と
し
て
行
う
場
合
に

は
単
発
的
な
取
り
組
み
に
な
り
が
ち

な
の
で
、
継
続
し
て
い
く
講
座
も
開

催
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨

年
度
は「
一
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

「
ヨ
ガ
教
室
」
の
２
つ
の
取
り
組
み

を
、
そ
れ
ぞ
れ
月
に
２
回
、
計
６
回

行
い
ま
し
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
は
人
数
が
少

な
く
て
も
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
参
加
者
は
２
名
で
し
た
が
、
６

回
連
続
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
「
ヨ

ガ
教
室
」
は
20
名

ほ
ど
の
参
加
を
得

て
６
回
連
続
で
行

い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
ヨ
ガ
教
室
は

10
人
ほ
ど
の
「
ヨ

ガ
サ
ー
ク
ル
」
に

発
展
し
、
公
民
館

公民館訪問［ 第50回　石田地区公民館 ]	

で
月
２
回
現
在
も
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

 
今
年
度
の
課
題
と
し
て
い
る
こ

と
は
、
ま
ず
第
一
に
は
他
に
も
サ
ー

ク
ル
な
ど
に
発
展
す
る
も
の
を
つ
く

り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お

お
い
に
要
求
と
し
て
あ
る
「
男
の
料

理
教
室
」
な
ど
、
食
と
健
康
に
関
す

る
講
座
を
取
り
組
む
こ
と
、
地
域
の

諸
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て「
夏
祭
り
」

を
取
り
組
む
こ
と
、「
夏
休
み
の
子

ど
も
勉
強
会
」を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、

昨
年
度
好
評
で
あ
っ
た
「 

石
田
の

昔
シ
リ
ー
ズ
」
等
を
今
年
の
大
き
な

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
、
講
座
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
私
た
ち
の
地
域
の
公

民
館
は
、
常
日
ご
ろ
は
無
人
で
あ
る

の
で
、
月
に
何
回
か
公
民
館
に
地
域

の
人
々
が
集
ま
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ

り
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
交

流
す
る
、
た
ま
り
場
と
し
て
の
役
割

も
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

木工教室で工作体験

ミニ運動会でパン食い競争

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

夏休み期間に図書館で借りた本の数だけシールを集めて 100
冊を目指す読書マラソン。今年で３年目を迎えますが、例年た
くさんの子どもたちがマラソンに挑戦してくれています。ぜひ
今年も 100 冊目指して、図書館でたくさんの本を読みましょ
う！　詳細は図書館までお問い合わせください。

今年も読書マラソンを行います！

子どもの本に分類していますが、大人でも充分読み応えのある知識の本が図書
館に入りました。どれもイラストが美しく見ているだけでも楽しいですが、お子
さんにとっては新しい発見があったり、夏休みの調べ学習のヒントになるかも！

好奇心の扉を開こう
「科学の本」

－夏休み期間中のお知らせとお願い－
ご利用の際には、マナーを守りみなさんが気持ちよくご利用いただけるようご協力をお願いします。

★本は10冊まで２週間借りることができます。利用者
カードが必要ですので、必ずご持参ください。

★カードを作られる場合には、お名前・ご住所等が確認
できる免許証・保険証等をお持ちの上、図書館へお越
しください。また、今年４月以降に登録確認をまだ済
ませていない方へも、身分証明書の提示をお願いして
おります。なお、カードを紛失された方、また与謝野
町以外の６市町にお住まいの方（与謝野町在学は除
く）はカード実費として150円をご用意ください。

★本は、著作権法で許されている範囲でコピーできま
す。コピー料は１枚当たり白黒10円、カラー50円で
す。

＜お願い＞

①課題図書や夏休みの宿題に必要な本は、お早めにお尋
ねください。貸出中のものや当館にないものは予約や
取り寄せができますが、期日が間に合わなかったり、
取り寄せできないことがあります。

②課題図書（青少年読書感想文コンクール、京都新聞お
はなしを絵にするコンクール）の貸し出し期限は１週
間です。次に待つ人がいない場合に限り、もう１週間
期限を延長できます。

③館内の座席には限りがありますので、譲り合ってご利
用ください。また館内での飲食、許可のないカメラ撮
影はご遠慮ください。

『タイムライン　地球の歴史をめぐる旅へ！』
ピーター ･ ゴーズ／フレーベル館

ビッグバンにより地球が生まれたと
きから現在までの 137 億年の歴史を、
まるで一幅の絵巻物のように美しい
イラストで描いた絵本。歴史上の出
来事以外にも神話や文化などもきち
んと描かれています。さがし絵のよ
うに、イラストの中から人々のさま
ざまな歴史が見つけられます。

一般書 ●『京へと続く街道あるき』竹内康之
／淡交社 ●『10年後の仕事図鑑』堀江貴文／
ＳＢクリエイティブ ●『蕎麦、食べていけ！
』江上剛／光文社 ●『ののはな通信』三浦し

をん／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 児童書  ●『あのくもなあに？』富
安陽子／福音館書店 ●『ようかいしりとり』おくはらゆめ／
こぐま社 ●『親子で楽しむはじめての将棋』藤田綾／ＮＨＫ
出版 ●『ひみつの妖精ハウス』ケリー・マケイン／ポプラ社

今月の
新着図書

『世界不思議地図』
佐藤健寿／朝日新聞出版

この図鑑に載っているものは、世界
各地の「奇妙なもの」。未確認生物
や超古代遺跡、不思議な事件、都市
伝説などを地図上に表現。豊富なイ
ラストや写真を使った解説を読むと、
逆にさらに謎が深まってしまうかも
しれませんが、せっかくの夏休み、
世界の不思議を旅してみませんか。

Info　　図書館おはなし会

■日時	 ７月27日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 75 回「太陽の家」[加　悦]　７月14日（土）午前10時30分～

[野田川]　７月21日（土）午後２時～
（加悦読み聞かせ会によるお話のほかにお楽しみもあります）

（マザーグースの会による読み聞かせと工作をします）
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ダ
ニ
類
に
つ
い
て

〔
マ
ダ
ニ
の
特
徴
〕

マ
ダ
ニ
は
、
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た
比

較
的
大
型
（
吸
血
前
で
３
～
４
㎜
）
の
ダ

ニ
で
、
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の
屋
外
に

生
息
し
て
お
り
、
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら

れ
ま
す
。
肉
眼
で
は
気
づ
き
に
く
い
こ
と

が
多
い
で
す
。
食
品
等
に
発
生
す
る
「
コ

ナ
ダ
ニ
」
や

衣
類
や
寝
具

に
発
生
す
る

「
ヒ
ョ
ウ
ダ

ニ
」
な
ど
の

家
庭
内
に
生

息
す
る
ダ
ニ

と
は
種
類
が

異
な
り
ま
す
。

〔
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の
特
徴
〕

ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
、
野
外
に
い
る
ダ
ニ
で
、

親
虫
、
若
虫
は
地
中
で
昆
虫
の
卵
な
ど
を

食
べ
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
幼
虫
の
時

期
に
地
表
へ
出
て
一
度
だ
け
野
ネ
ズ
ミ
な

ど
に
吸
着
す
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
、
偶
然
に
ヒ
ト
を
刺
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ヒ
ト
を
刺
す
幼
虫
は
約
０
・
３
㎜
の

大
き
さ
で
肉

眼
で
は
見
え

に
く
く
、
ま

た
刺
さ
れ
て

も
気
づ
か
な

い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
野
外
に
生
息
す
る
ダ
ニ
類

は
、
動
物
の
体
液
を
吸
う
こ
と
で
生
活
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
ニ
類
が
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
を
保
有
し
て
い
る
場

合
、
咬
ま
れ
た
人
は
病
気
を
発
症
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か

ら
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
、
咬
ま
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

咬
ま
れ
な
い
た
め
に

①
草
む
ら
や
藪
な
ど
に
入
る
と
き
は
、
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
長
靴
等
を
着
用

し
、
肌
の
露
出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

ま
し
ょ
う
。
色
の
薄
い
服
は
く
っ
つ
い
た

ダ
ニ
を
見
つ
け
や
す
く
し
、
滑
り
や
す
い

素
材
を
選
ぶ
と
ダ
ニ
が
付
着
し
に
く
く
な

り
ま
す
。

②
首
に
か
け
る
タ
オ
ル
や
脱
い
だ
上
着
な

ど
は
直
接
地
面
に
置
い
た
り
、
木
に
か
け

た
り
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
カ
バ
ン
な
ど
の

中
に
い
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
長
時
間
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、

座
っ
た
り
す
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

④
服
な
ど
に
ダ
ニ
が
付
着
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
車
に
乗
る
前
、
家
に
入
る

前
に
は
服
を
は
た
き
ま
し
ょ
う
。
着
て
い

た
服
は
す
ぐ
に
洗
濯
す
る
か
、
屋
外
で
天

日
干
し
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
屋
外
活
動
後
は
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
い
な

い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら

吸
血
中
の
ダ
ニ
類
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

自
分
で
処
理
を
す
る
と
ダ
ニ
の
頭
が
残
っ

た
り
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
受
診
を
し
、
医
療
機
関
で
処

置
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
咬
ま
れ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
野
外
で
の
ダ
ニ
対

策
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
ダ
ニ
類
が
活
発
化
す
る
時
期
で
あ
り
、
野
外
活
動
の

機
会
が
増
え
る
時
期
に
も
な
り
ま
す
。
ダ
ニ
類
の
特
徴
、
咬
ま
れ

な
い
た
め
の
予
防
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

吸血前のマダニ

ツツガムシの拡大図

薬物乱用は、周囲の人から誘われて、好奇心や興味本位で手を染めるケースが多く見ら
れます。「やせられる」「気分が良くなる」などの甘い誘い文句や、覚せい剤を「エス」「ス
ピード」などと呼んで、乱用薬物とは分からないように誘われることもあります。

「1 回くらいなら」と思っていても薬物の効果が切れるとまた使いたくなり、次第に自
分の意志では止められなくなります。

薬物乱用に対する理解を深め、絶対に手を出さないようにしましょう。

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」

健やか広場　　ダニ類に注意しましょう

町 政  News & Information

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

５/31 与謝野町立加悦地域こども園（仮称）
整備に係る基本設計業務委託 明石地内 3 者 株式会社阿波設計事務

所京都支店 11,547 － 3,400 29.44 H30/6/12
～ H30/11/30

５/31 旧加悦町役場保存活用改修工事
設計業務委託 加悦地内 1 者 株式会社中村設計北京

都設計室 5,313 － 4,750 89.40 H30/6/7
～ H31/3/31

５/31 町営小井根団地設備等改善工事
設計監理業務委託 加悦地内 3 者 一級建築士事務所浪江

建築事務所 1,043 － 900 86.29 H30/6/6
～ H30/11/30

問 　総務課 ☎ 43-9010５ 月入札結果

限度額適用認定証等の更新のお知らせ
与謝野町国民健康保険 問　保健課 ☎ 43-9022

■ 

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

８
月
以
降
、
引
き
続
き
入
院
や
高

額
な
外
来
診
療
が
予
定
さ
れ
る
場
合

に
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
、
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
（
と
も
に
緑
色

の
証
）
の
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
印
鑑
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
（
申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
）
を
ご
持

参
の
う
え
８
月
１
日
以
降
に
保
健
課

（
加
悦
庁
舎
）
ま
た
は
岩
滝
、
野
田

川
各
住
民
係
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■ 

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
が
予
想
さ
れ
る
と

き
、
事
前
申
請
に
よ
り
、
限
度
額
適

用
認
定
証
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
併

せ
て
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
と
、
一
医
療
機
関
で
の

支
払
い
が
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
の
で
、
病
院
等
で
の
ご
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。（
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
る
と
交
付
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

■ 

役
場
で
交
付
で
き
る
方

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
69
歳

以
下
の
方

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
70
歳

以
上
の
方
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
方

・
福
祉
医
療
受
給
者
証
（
老
人
）
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
方
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
方
。
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
者
の
方
で
、
平
成
30
年

７
月
31
日
ま
で
有
効
の
限
度
額
適
用

認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
は
、

所
得
・
世
帯
状
況
に
変
更
が
な
け
れ

ば
７
月
下
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
と
と
も
に
平
成
31
年
７
月

31
日
ま
で
有
効
の
証
を
郵
送
い
た
し

ま
す
。

与謝野町観光協会事務所を仮移転しました
与謝野町観光協会からのお知らせ 問　観光交流課 ☎ 43-9016

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
（
以
下
、「
旧
庁

舎
」）
の
耐
震
工
事
に
係
り
、
今
夏
か
ら

本
格
的
に
調
査
を
行
う
た
め
、「
一
般
社

団
法
人
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
振

興
社
与
謝
野
地
域
本
部
（
与
謝
野
町
観
光

協
会
）」
の
事
務
所
を
旧
庁
舎
か
ら
「
道

の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち
か
や
（
以
下
、「
道

の
駅
」）」
内
に
仮
移
転
し
ま
し
た
。

　
移
転
に
伴
い
、
道
の
駅
の
営
業
時
間
お

よ
び
休
館
日
等
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
与
謝
野
町
観
光
協
会
》

■ 

移
転
日　
６
月
21
日
（
木
）

■ 

移
転
期
間　

平
成
32
年
３
月
31
日
ま

で
（
予
定
）

■ 

住
所　
与
謝
野
町
字
滝
98
番
地

「
道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち
か
や
内
」

■ 

営
業
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■ 

定
休
日　
年
末
年
始

■ 

連
絡
先
　

☎
／
４
３
・０
１
５
５　
※ 

変
更
な
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
４
３
・０
１
５
９　
※ 

変
更
な
し

《
道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち
か
や
》

■ 

営
業
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■ 

定
休
日　
年
末
年
始

■ 

連
絡
先　

☎
／
４
３
・０
３
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
４
３
・０
４
９
０
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 30 年５月末現在

まちのうごき

人　口	21,998 人（－ 30）

　男　	10,499 人（－ 15）

　女　	11,499 人（－ 15）

世帯数	 9,127 戸（＋４）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、５月 16 日から６月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

『広報よさの６月８
日号』（No.148）にお
いて、掲載内容に誤り
がございました。

以下のとおり訂正し
ますとともにお詫びい
たします。

訂正とお詫び

【訂正内容】
Ｐ３における写真⑤

のキャプション「（石
田）」部分。正しくは、

「（弓木）」になります。

－ 監査委員に多田氏と田中氏を選任 －
第 81 回与謝野町議会 5 月臨時会で、町議会議員から選任する監

査委員として多
た だ

田正
まさなり

成町議会議員が、また第 82 回与謝野町議会６
月定例会で、識見を有する監査委員として田

た
中
なか

眞
しんいち

一氏の選任議案が
提出され、それぞれ議会の同意を得て選任されました。

田中氏は京都北都信用金庫の要職を歴任されており、議員選出の
監査委員である多田議員とともに町の監査に当たっていただきます。
なお田中氏の任期は平成 30 年 7 月 1 日から４年間です。

－ 副町長に和田氏を再任 －
第 82 回与謝野町議会６月定例

会で副町長の選任議案が提出され、
和
わ だ

田 茂
しげる

副町長を再任することで
同意されました。

和田氏は平成 26 年７月１日か
ら副町長に就任されており、今
回で 2 期
目となり
ます。任
期は平成
30 年 ７
月１日か
ら４年間
です。

－ 教育長に塩見氏・教育委員会委員に酒井氏を再任 －
第 82 回与謝野町議会６月定例会で教育長と教育委員会委員の任命議案

が提出され、塩
しお

見
み

定
さだ

生
お

教育長を任命、酒
さか

井
い

英
えい

隆
りゅう

教育委員会委員が再任す
ることで同意されました。与謝野町教育委員会は、教育長と４名の委員で
構成され、学校の管理運営の指導助言、命令監督などを行うほか、生涯学
習、教育、文化、スポーツ等の幅広い施策を展開しています。

塩見教育長は、平成 26 年 7 月 1 日に教育委員会委員に任命されたの
ち教育長に就任され、今回の任命から新教育委員会制度による教育長とし
て任命されました。

また、酒井委員は平成
26 年 7 月 1 日から同職に
任命されており、今回で 2
期目となります。教育長の
任期は平成 30 年 7 月 1 日
から３年間、委員は同日か
ら４年間です。

副町長、教育長および各種委員が選任・任命されました

和田 茂 氏

塩見 定生 氏 酒井 英隆 氏

多田 正成 氏 田中 眞一 氏

町 政  News & Information町 政  News & Information

問　社会教育課 ☎ 43-9026

６
月
４
日
、
野
田
川
わ
ー
く

ぱ
る
に
お
い
て
、
与
謝
野
町
青

少
年
育
成
会
の
総
会
が
あ
り
、

そ
の
席
上
で
、
与
謝
野
町
青
少

年
健
全
育
成
功
労
者
に
対
し
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
、長
年
に
わ
た
り
、ス
ポ
ー

ツ
指
導
や
青
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
の
向
上
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
健
全
育
成
に
尽

力
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
今
年
は
次
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成30年度与謝野町青少年健全育成功労者表彰
功績・功労をたたえて

与
謝
野
町
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者（
団
体
）

６月４日に表彰を受けた与謝野町青少年
育成会功労者のみなさん（欠席者４名）

■ 

滝た
き
野の　
博ひ
ろ
ふ
み文
さ
ん

（
加
悦
小
学
生
陸
上
教
室 

代
表
）

■ 

西さ
い
馬ば　
晴は
る
美み

さ
ん

（
加
悦
小
学
生
陸
上
教
室 

監
督
）

■ 

井い
の
上う
え　

豊ゆ
た
かさ
ん

（
加
悦
小
学
生
陸
上
教
室 

コ
ー
チ
）

■ 

大お
お
に
し　

勝か
つ

美み

さ
ん

（
市
場
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ 

コ
ー
チ
）

■ 

糸い
と
井い　
章あ
き
ひ
ろ裕
さ
ん

（
岩
滝
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

コ
ー
チ
）

■ 

池い
け

田だ　
憲の
り

男お

さ
ん

（
野
田
川
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ー
イ
ズ 

コ
ー
チ
）

■ 

安あ

達だ
ち　

博ひ
ろ
志し

さ
ん

（
三
河
内
区
青
少
年
健
全
育
成
会 

会
長
）

■ 

豊と
よ

田だ　
吉よ
し
は
る治

さ
ん

（
石
川
小
学
校
登
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

■ 

三
河
内
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
代
表 

中な
か
や
ま山
忠た
だ
夫お

さ
ん
）

■ 

市
場
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
代
表 

小こ

池い
け

大だ
い

介す
け

さ
ん
）

問　企画財政課 ☎ 43-9015

６
月
13
日
、
加
悦
中
学
校
３
年
生
の
総

合
学
習
「
安
良
タ
イ
ム
」
で
、
職
員
出
前

講
座
「
み
ん
な
で
描
く
ま
ち
の
未
来
」
を

開
催
し
、
班
別
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

い
、
自
分
の
未
来
や
ま
ち
の
未
来
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
与
謝

野
町
の
未
来
や
、
今
、
与
謝
野
町
で
取
り

組
ん
で
い
る
事
の
学
習
を
通
じ
、「
何
も

な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
普
段
見
過
ご

し
て
い
た
『
ま
ち
の
魅
力
』
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
」、「
自
分
の
住
ん
で
い
る
与

謝
野
町
に
誇
り
を
持
ち
た
い
」
な
ど
た
く

さ
ん
の
感
想
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
知
り
、
友
だ
ち
と
一
緒
に

ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
自

分
自
身
の

未
来
、
そ

し
て
自
分

た
ち
の
ま

ち
与
謝
野

町
を
見
つ

め
る
時
間

と
な
り
ま

し
た
。

わたしの未来、まちの未来を語り合う
加悦中学校 3 年生対象 職員出前講座

「わたしの未来」について発表し合いました

町
内
24
区
の
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

【
加
悦
地
域
】

　
算
所
区
長　
　
石い
し
も
と本　

節せ
つ

雄お

　
加
悦
奥
区
長　
波は

尻じ
り　

敏と
し

男お

　
加
悦
区
長　
　
堀ほ

り
え江　
弘ひ
ろ
ひ
こ彦

　
後
野
区
長　
　
山や
ま
む
ら村　

義よ
し
の
ぶ信

　
与
謝
区
長　
　
西に

し
原は
ら　

成
し
げ
る

　
滝
区
長　
　
　
今い

ま
田だ　
愽ひ

ろ
文み

　
金
屋
区
長　
　
永な

が
し
ま島　

徹と
お
る

　
温
江
区
長　
　
藤ふ
じ

田た　
久ひ
さ
し

 

区
長
連
絡
協
議
会
職
務
代
理
者
副
会
長

　
明
石
区
長　
　
山や
ま
が
み上　

正ま
さ
ひ
ろ博

　
香
河
区
長　
　
中な
か
が
み上　

浅あ
さ
ゆ
き之

【
岩
滝
地
域
】

　
石
田
区
長　
　
橋は
し
も
と本　

孝た
か
し志

 

区
長
連
絡
協
議
会
副
会
長

　
弓
木
区
長　
　
植う
え
ま
つ松　

伸し
ん
ぱ
ち八

　
立
町
区
長　
　
梅う
め

田だ　
幸さ

ち
夫お

　
浜
町
区
長　
　
白し

ら
数す　
登の

ぼ
る

　
藪
後
区
長　
　
笹さ

さ
お
か岡　

洋よ
う
い
ち一　

　
東
町
区
長　
　
大お
お
し
た下　

修お
さ
む

　
男
山
区
長　
　
上う
え

田だ　
章あ
き

雄お

【
野
田
川
地
域
】

 

区
長
連
絡
協
議
会
長

　
三
河
内
区
長　
寺て
ら
し
ま島　

節せ
つ

郎ろ
う

　
岩
屋
区
長　
　
山や

ま
ざ
き﨑　

政ま
さ
み巳

　
幾
地
区
長　
　
永な
が
お
か岡　

曉さ
と
る

　
四
辻
区
長　
　
吉よ

し
岡お
か　

清き
よ

行ゆ
き

　
上
山
田
区
長　
小こ

い
け池

潤じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

　
下
山
田
区
長　
市い
ち

田だ　
正ま

さ
人と

　
石
川
区
長　
　
吉よ

し
田だ　
伸し

ん
吾ご
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７/31（火）まで
固 定 資 産 税　第２期
国民健康保険税　第２期
介 護 保 険 料　第２期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

「
教
育
施
設
統
廃
合
の
基
本
的
な
考
え
方（
案
）」

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

中
央
公
民
館
周
辺
施
設
を
廃
止
し
、「
野
田

川
地
域
こ
ど
も
園
（
仮
称
）」
を
建
設
す
る
計

画
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
今
後
の
教
育
施
設
の

あ
り
方
を
検
討
し
、『
教
育
施
設
統
廃
合
の
基

本
的
な
考
え
方
（
案
）』
と
し
て
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。「
中
央
公
民
館
・
加
悦
地
域
公
民
館

等
の
統
廃
合
」
や
「
図
書
分
室
の
統
合
」「
野

田
川
体
育
館
の
廃
止
」
な
ど
を
主
な
内
容
と
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
（
火
）
午
後
７
時
半
か
ら

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る　
第
２
会
議
室

問　
社
会
教
育
課
☎
４
３・９
０
２
６

こ
ど
も
園
・
保
育
所
（
園
）
後
期
入
園
入
所
募

集
の
お
知
ら
せ

入
園
入
所
基
準

◎
平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
民
登

録
が
あ
る
児
童

◎
同
居
親
族
の
い
ず
れ
も
が
勤
務
等
に
よ
り
保

育
が
必
要
な
児
童

年
齢
基
準

【
か
え
で
こ
ど
も
園
・
加
悦
保
育
園
・
桑
飼
保

育
園
・
山
田
保
育
所
・
石
川
保
育
所
】

■ 

平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
で
満
10
ヵ
月
以
上

（
平
成
29
年
12
月
１
日
ま
で
に
出
生
）　
※ 

10

月
２
日
以
降
に
お
い
て
満
10
ヵ
月
を
迎
え
る
乳

児
も
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
が
、
満
10
ヵ
月
月

を
迎
え
た
翌
月
か
ら
の
入
園
入
所
と
な
り
ま
す
。

【
与
謝
保
育
園
・
市
場
保
育
所
】

■ 

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
満
１
歳
以
上

（
平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
）

申　
７
月
23
日
（
月
）
～
８
月
８
日
（
水
）
の

期
間
に
、
子
育
て
応
援
課
、
こ
ど
も
園
、
各
保

育
所
（
園
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
子
育
て
応
援
課
ま
た
は
各
施
設
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
子
育
て
応
援
課
☎
４
３・９
０
２
４

野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト
か
ら
お
盆
の
し
尿
収
集

に
つ
い
て

お
盆
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
週

休
日
に
加
え
て
次
の
期
間
は
、
収
集
作
業
を
休

み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
例
年
お
盆
前
に
な
り
ま

す
と
、
収
集
の
依
頼
が
殺
到
し
ご
希
望
に
対
応

し
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
遅
く
と
も

７
月
中
を
目
途
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

《
し
尿
収
集
お
休
み
期
間
》

８
月
14
日
（
火
）
～
16
日
（
木
）

問
・
申　
野
田
川
衛
生
プ
ラ
ン
ト

☎
４
２・２
２
４
２

住
民
健
診
の
お
知
ら
せ

住
民
健
診
の
申
し
込
み
は
６
月
20
日
（
水
）

で
終
了
し
ま
し
た
。
健
診
案
内
の
通
知
は
、
８

月
初
旬
ご
ろ
に
お
配
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

健
診
項
目
の
変
更
や
特
定
健
診
受
診
券
の
提
出

に
つ
い
て
は
、
８
月
３
日
（
金
）
午
後
５
時
ま

で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
健
診
申
し
込
み
が
で
き
な
か
っ
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
追
加
健
診
を
設
け
ま
す
の

で
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
書
を
最
寄
り
の
庁
舎

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
な
く
さ
れ

た
方
は
、
再
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

《
追
加
健
診
に
つ
い
て
》

日
時　
10
月
31
日
（
水
）
午
前
の
み

場
所　
元
気
館

内
容　
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
／
結

核
・
肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん

検
診
／
前
立
腺
が
ん
検
診　
※ 

肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
／
乳
が
ん
検
診
／
子
宮
が
ん
検
診
／
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん

問
・
申　
10
月
２
日
（
火
）
正
午
ま
で
に
保

健
課
（
☎
４
３・９
０
２
２
）
へ
。

夏
休
み
親
子
点
字
教
室
の
お
知
ら
せ

日
時　
８
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
半
～
午
後

３
時
半

場
所　
丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　
小
学
１
～
６
年
生
と
保
護
者
（
小

学
生
以
外
で
も
兄
弟
・
姉
妹
な
ら
可
）

参
加
費　
無
料

内
容　
①
施
設
見
学　
②
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
の
体

験　
③
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
点
字
付
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
」
作
り

持
ち
物　
筆
記
用
具
（
色
え
ん
ぴ
つ
・
カ
ラ
ー

ペ
ン
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）、
は
さ
み　
※ 

飲
み

物
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
20
人
（
先
着
順
）

問
・
申　

７
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

丹
後
視
力
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
７
２・７
２・０
６
０
９
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、
土
日
祝
除
く
）

与
謝
野
田
園
花
火
協
賛
金
の
受
付
に
つ
い
て

与
謝
野
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
夏
祭
り

「
与
謝
野
田
園
花
火
」の
協
賛
金
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
来
場
者
や
子
ど
も
た
ち
の
与
謝
野

町
で
の
良
い
思
い
出
づ
く
り
の
た
め
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
協

賛
金
は
与
謝
野
町
商
工
会
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
役
場
各
庁
舎
で
も
募
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。（
募
金
箱
に
よ
る
協
賛
金
の
場
合
は
、

チ
ラ
シ
裏
面
へ
の
個
人
名
等
の
掲
載
は
あ
り
ま

せ
ん
）

問　
与
謝
野
町
商
工
会
☎
４
３・１
０
２
０

古
墳
公
園
夏
休
み
企
画
「
マ
イ
箸
作
り
と
木
工

細
工
」
の
お
知
ら
せ

日
時　
８
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
半
～
正
午

場
所　
与
謝
野
町
立
古
墳
公
園　
入
口
ホ
ー
ル

内
容　
①
自
分
の
お
箸
を
作
る　
②
木
の
プ

レ
ー
ト
・
枝
で
自
由
工
作

対
象
者　
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
数　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
一
人
３
０
０
円
（
同
伴
者
は
不
要
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
・
軍
手

問
・
申　
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
与
謝
野

町
立
古
墳
公
園
（
☎
４
３・１
９
９
２
）
へ
。

宮
津
湾
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開
の
お
知
ら
せ

日
時　
８
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

場
所　
宮
津
湾
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宮
津
市
字
獅

子
10
番
地
）

内
容　
①
施
設
見
学
…
職
員
が
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
施
設
を
案
内
し
ま
す
。
下
水
が
き
れ
い
に
な

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

る
仕
組
み
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

②
微
生
物
観
察
コ
ー
ナ
ー
…
下
水
処
理
場
の
主

役
の
微
生
物
た
ち
。
ど
ん
な
微
生
物
が
い
る
の

か
な
？

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ろ
過
装
置
…
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
利
用
し
て
、
簡
易
ろ
過
装
置
を
つ
く
っ
て
み

よ
う
！

④
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の

配
布　
他

問　
宮
津
湾
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
２・２
２・８
５
２
５

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

７
月
９
日
（
月
）
発
売
!!

１
枚
３
０
０
円

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

（
公
財
）
京
都
府
市
町
村
振
興
協
会

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

自衛官等募集の案内

募集種目 年齢資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18 歳以上
27 歳未満の方

常時受付
※詳細はお問い合わせ

ください

８月４日（土）、23 日（木）、24 日
（金）、25 日（土）
９月８日（土）、24 日（月）、25 日（火）

一般曹候補生（１次試験）
７月１日（日）

～
９月７日（金）

9 月 22 日（土）、23 日（日）

航空学生（１次試験）
海：高卒等（見込含）23歳未満の方
空：高卒等（見込含）21歳未満の方

9 月 17 日（月）

防衛大学校

推薦

高卒等（見込含）21歳未満
の成績優秀かつ生徒会活動等
で顕著な実績を納め、学校長
が推薦できる方

９月５日（水）
～

７日（金）

9 月 22 日（土）、23 日（日）

総合選抜（１次試験）

高卒等（見込含）21歳未満の方

9 月 22 日（土）

一般
９月５日（水）

～
28 日（金）

11 月３日（土）、４日（日）

防衛医科大学校 看護学科学生（１次試験） 10 月 20 日（土）

防衛医科大学校 医学科学生（１次試験） 10 月 27 日（土）、28 日（日）

自衛隊では下記日程で自衛官等の試験を実施しています。詳しくは自衛隊京丹後地域事務所までお問い合わせください。

看護師の募集について
与謝野町立国民健康保険診療所に勤務いただける看護師・准看護師を募集しています。勤務条件等は

ハローワーク宮津（☎ 0772-22-8609）または保健課（☎ 43-9022）までお問い合わせください。

問　自衛隊京丹後地域事務所　☎ 0772-64-2498問

13　広報よさの JULY 2018 12

10 月１日を基準日として、全国一斉に「平成 30 年住宅・土地統計調査」が実施されるのに伴い、調査に従事
していただける調査員を募集します。
◎応 募 資 格　 ▼ 警察官、徴税関係の事務従事者でない方　▼ 選挙に直接関係のない方　▼ 秘密を厳守し責任を

もって調査事務を遂行できる方　▼ 暴力団員その他の反社会的勢力に該当しない方　▼ 原則 20
歳以上の方

◎募 集 人 員　20 人
◎内 容  担当の調査区内（岩滝地域、野田川地域、加悦地域）の世帯に訪問し、調査書類の配付・収集、

そのほかこれに付帯する事務を行います。
◎報 酬　 国が定める調査員報酬を調査件数等に応じてお支払いします
◎従 事 期 間　８月下旬～ 10 月下旬（予定）
◎申 し 込 み  ７月 23 日（月）までに総務課まで電話によりお申し込みください
◎そ の 他　 応募者多数の場合は抽選により決定し後日結果をお知らせします

「平成 30 年住宅・土地統計調査」調査員を募集します 　問 　 総務課　☎ 43-9010

開校決定
開講講座など今後の予定
については決定次第、町
ホームページおよびよさ
のみらい大学ホームペー
ジで案内します。

平成 30 年度

 http://yosano-univ.jp
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元
岩
屋
地
区
に
住
む
同
世
代
の

友
人
に
声
を
か
け
、
６
人
の
メ

ン
バ
ー
を
集
め
た
。
年
末
に
か

け
、
旧
保
存
会
で
踊
り
手
だ
っ

た
人
た
ち
へ
岩
屋
踊
り
継
承
へ

の
思
い
を
伝
え
る
と
と
も
に
踊

り
の
指
導
の
お
願
い
に
ま
わ
り
、

２
０
１
６
年
１
月
、「
岩
屋
踊
り

継
承
会
」（
以
下
、「
継
承
会
」）

を
発
足
さ
せ
た
。

２
０
１
６
年
４
月
に
地
元
の

雲
岩
公
園
つ
つ
じ
祭
で
岩
屋
踊

り
を
初
披
露
し
て
か
ら
は
、
太

鼓
や
笛
な
ど
演
奏
を
含
め
た
本

格
的
な
踊
り
に
発
展
さ
せ
る
た

め
新
た
に
12
人
の
メ
ン
バ
ー
が

入
会
し
た
。
発
足
初
年
は
６
回
、
２
年

目
に
は
12
回
、
岩
屋
地
区
内
で
は
も
ち

ろ
ん
、
町
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
岩
屋
踊

り
を
披
露
し
、
一
度
は
衰
退
し
か
け
た

岩
屋
踊
り
の
知
名
度
を
上
げ
て
き
た
。

ま
た
、
若
い
世
代
の
関
心
を
惹
こ
う
と

現
代
の
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ

踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
、
老
若
男
女
に

受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
創
意
工
夫
を

重
ね
て
い
る
。

現
在
、
継
承
会
に
は
女
性
２
人
を
含

む
24
人
が
所
属
し
、
週
１
～
２
回
、
岩

屋
地
区
公
民
館
で
よ
り
高
い
完
成
度
を

目
指
し
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
３
年
目

を
迎
え
た
今
年
、
日
本
遺
産
の
構
成
文

２
０
１
７
年
４
月
に
文
化
庁
の
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
３
０
０
年
を
紡

ぐ
絹
が
織
り
成
す
丹
後
ち
り
め
ん
回

廊
」。
与
謝
野
町
内
で
は
、
丹
後
ち
り

め
ん
や
ち
り
め
ん
街
道
な
ど
20
を
越
え

る
構
成
文
化
財
が
存
在
す
る
が
、
今
年

５
月
、そ
の
一
つ
と
し
て
「
岩
屋
踊
り
」

が
追
加
認
定
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と
伝
わ
る

岩
屋
踊
り
は
、
機
織
り
に
ち
な
ん
だ

動
作
を
表
現
し
て
お
り
、
糸
を

さ
ば
く
動
作
や
よ
こ
糸
に
撚
り

を
か
け
る
撚
糸
の
動
作
な
ど
７

つ
の
動
き
で
構
成
さ
れ
る
。
踊

り
の
種
類
は
、
７
つ
の
動
作
の

間
に
糸
さ
ば
き
の
動
作
を
挟
む

「
平ひ

ら
お
ど踊

り
」
と
７
つ
の
動
作
を
続

け
て
踊
る
「
い
ろ
は
」、
そ
し
て

２
人
１
組
で
踊
る
「
合あ

わ

せ
踊
り
」

の
３
種
類
が
あ
る
。

こ
の
踊
り
を
今
、
町
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
、
年
々
活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
の
が
20

代
～
40
代
の
メ
ン
バ
ー
が
所
属

す
る
「
岩い

わ
屋や

踊お
ど

り
継け

い
し
ょ
う
か
い

承
会
」
だ
。

１
９
６
３
年
に
「
岩
屋
踊
り

保
存
会
」（
以
下
、「
保
存
会
」）

が
発
足
。
当
時
は
テ
レ
ビ
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
全
国
各
地
で
踊

り
を
披
露
す
る
な
ど
約
30
人
で
活
動
し

て
い
た
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
踊

り
が
披
露
さ
れ
る
機
会
は
減
っ
て
い
き
、

担
い
手
不
足
に
も
悩
ま
さ
れ
２
０
０
３

年
ご
ろ
に
保
存
会
は
解
散
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

し
か
し
、
解
散
か
ら
12
年
ほ
ど
経
っ

た
２
０
１
５
年
の
夏
に
転
機
が
訪
れ
る
。

岩
屋
地
区
の
夏
祭
り
で
岩
屋
踊
り
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
い
う
話
が
持
ち
あ
が
り
、

当
時
夏
祭
り
を
担
当
し
て
い
た
梅う

め
田だ

伸し
ん

也や

さ
ん
（
36
歳
・
岩
屋
踊
り
継
承
会
会

長
）
が
父
親
を
含
む
旧
保
存
会
に
所
属

し
て
い
た
踊
り
手
に
「
実
行
委
員
で
岩

屋
踊
り
を
披
露
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

踊
り
を
指
導
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た

と
こ
ろ
、「
こ
の
ま
ま
で
は
岩
屋
踊
り

が
自
分
た
ち
の
代
で
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
梅
田
さ
ん

は
「
岩
屋
踊
り
が
な
く
な
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
感
じ
、
自
分
た
ち
の
世

代
が
岩
屋
踊
り
を
継
承
し
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
と
心
が
動
い
た
と
い
う
。

先
人
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
を

復
活
さ
せ
る
挑
戦
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

２
０
１
５
年
10
月
、
梅
田
さ
ん
は
地

岩
屋
踊
り
継
承
会

「
岩
屋
踊
り
」
が
日
本
遺
産
に
追
加
認
定
！

伝
統
の
踊
り
に
再
び
火
が
灯
る

化
財
に
も
認
定
さ
れ
、「
日
本
遺
産
へ

の
登
録
申
請
の
際
に
、
昔
の
文
献
を
読

み
あ
さ
り
岩
屋
踊
り
の
歴
史
に
つ
い
て

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
認
定
は
も

ち
ろ
ん
う
れ
し
い
が
、
歴
史
を
し
っ
か

り
と
整
理
で
き
た
こ
と
は
財
産
と
な
っ

て
い
る
」
と
梅
田
さ
ん
。
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
は
「
町
内
外
問
わ
ず
ど
こ
で

も
披
露
で
き
る
こ
と
が
自
分
た
ち
の
魅

力
。
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
も
良
い
が
、
お

客
さ
ん
と
近
い
距
離
で
踊
り
、
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

岩
屋
踊
り
継
承
会
の
挑
戦
は
ま
だ
ま

だ
終
わ
ら
な
い
。

岩屋踊り継承会のメンバー（＝ 2017 年岩屋地区夏祭りにて）

音頭に合わせ息の合った踊りを披露している

よさの人Vol.52


